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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
5 0 0 0 1 1 0 0 1 1 1 2 1 0 0 0
6 * 1 5 3 5 0 0 4 1 2 3 1 1 0 0
8 0 0 2 0 0 0 0 2 1 2 3 3 0 0 0
10 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0
13 * 0 4 1 5 1 2 4 2 5 7 2 0 1 0
15 * 2 3 3 3 0 0 1 2 3 5 2 2 0 0
17 * 1 4 6 12 4 7 2 0 2 2 0 1 3 0
18 0 1 2 1 4 1 2 1 1 1 2 0 0 0 0
20 * 0 0 7 11 3 10 1 4 4 8 1 1 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 0 0 5 16 4 6 1 1 8 9 2 3 1 0
10 0 0 0 2 3 1 1 3 1 3 4 2 0 0 1
12 * 0 0 6 8 0 0 4 1 0 1 2 0 0 0
27 * 2 5 1 6 1 2 3 0 0 0 2 1 0 0
45 * 0 5 2 6 2 2 3 4 4 8 4 0 0 1
51 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
55 0 0 0 1 2 0 0 1 0 2 2 0 0 0 0
56 0 0 1 2 4 0 0 3 1 3 4 2 1 0 0
75 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
88 * 0 1 2 5 0 0 3 2 1 3 2 2 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
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大阪産業大学
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Team / Coach: 木田 三平
合　　　計 68
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山野 裕太 9 25

青木 佑大 0 6
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奥田 遥介 2 6
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２次リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2015.10.10
大阪教育大学開始時間 14:30

会　　場 大阪教育大学

大阪教育大学

Ｆ REBOUND№

コ ー ト
勝ち点 9 勝ち点 8試 合 ＮＯ253

68 56

敗チーム

大阪産業大学

男子

戦評
【総括】
第4試合目は大阪教育大学と大阪産業大学の見応えのある試合となった。序盤は両者共アウトサイドのシュートが
決まらず重たい立ち上がりになるもの、大産大はリバウンドシュート、大教大は速攻で得点を重ねる。勝負が動き始め
たのは後半の第4ピリオド。大産大のターンオーバーが続き大教大がそれを得点にし、一気に2桁差まで突き放す。
その後、流れは変わることなく堅い守りから速攻で得点を重ねた大教大が勝利し、貴重な1勝をもぎ取った。
【第1ピリオド】
第1ピリオド、大教大#6山野のシュートから試合がスタート。対する大産大もすぐに入れ返し振り出しに戻す。その
後、大教大#17安部が果敢にシュートを狙うが決まらず。大産大はその間に3Pシュートを決め一歩リード。しかし、大
教大は激しいディフェンスからの速攻で得点を重ね、流れを取り戻す。その後両者共得点が止まるが、大産大はセン
ター、大教大はフォワード陣が得点を重ね一進一退の攻防を繰り返す。第1ピリオド終了間際、大教大#5奥田がブ
ザービートを決め、16-13で第1ピリオド終了。
【第2ピリオド】
第2ピリオド、大産大#0福原のフリースローからゲームが始まる。対する大教大は立て続けにファウルが重なり流れ
を渡してしまう。しかし、大産大は攻めきることが出来ず、大教大の速攻で点差を詰められてしまう。両者シュートが入
らない中、センターのリバウンドシュートで得点を取り合い試合は動かず、大産大がタイムアウト。タイムアウト後も点差
は開くことがなく、試合は動かないが第2ピリオド終了間際に大産大#27佐々木がフリースローを決め30-29と大産大
が1点リードで前半を終える。
【第3ピリオド】
第3ピリオド、大教大は1本目のシュートを決め一歩リード。対する大産大は#45キムが3Pシュートを狙うがリングに嫌
われてしまう。その間に大教大#17安部の3Pシュート、#20土屋のシュートが決まり、この試合最大の6点差となる。そ
の後、流れを取り戻せない大産大はターンオーバーから速攻を決められ、たまらずタイムアウト。タイムアウト後も両者
一歩も譲らぬ攻防を繰り広げ、45-40と大教大が5点リードで3ピリオド終了。勝負は第4ピリオドへと持ち込まれる。
【第4ピリオド】
第４ピリオド、大産大のターンオーバーから始まり、大教大が速攻やフリースローを着実に決め少しずつ試合が動き
始める。さらに、大教大#6山野の3Pシュートが決まり、ついに11点差まで突き放す。対する大産大はセンターで得点
を重ねるもの、大教大のシュートが落ちず点差は一向に縮まらず。そんな中、大教大#17安部の連続得点で14点差
まで引き離され、後半最後のタイムアウト。しかし、大教大の勢いは止まることなく、68‐56で大教大が勝利し1部昇格
へと1歩近づいた。
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